2025.6日本の稲作を守る会　ＮＰＯ法人民間稲作研究所便り
	6月のお送りする有機栽培米は次の生産者です。
有機白米・玄米は　平田敬義さん（茨城県　稲敷市）
　次回は7月5日（土）配送予定です。
　ご都合の悪い方はご連絡くだされば対応いたします。


[bookmark: _Hlk181188513][bookmark: _Hlk156815405]改めて「有機農業」を考えてみる
[image: ]●今年の3月、農文協から『みんなの有機農業技術大事典』が出版されました。共通技術編と作物編の2分冊で、総ページ数2,244ページ（ちなみに厚さは10㎝）の大著です。技術大事典とありますが、有機農業に関わる歴史や概念、経営事例、関連情報や法令なども盛り込まれており、まさしく事典にふさわしいといってよいでしょう。大著ですのでまだつまみ食いですが、感じたことを・学んだことを書いてみます。

[bookmark: _Hlk199493601]●事典のタイトル：上記に示したように、事典のタイトルにひらがなで“みんな”があります。ポイントがやや小さく、しかも色違いになっています。これは編集者の次のような想いからではないかと思います。約300名の執筆者は研究者・指導者・農業者で構成されていますが、とりわけ農業者の多さが目につきます。出版元である農文協ならではの成せる業だと言えます。ともあれ、有機農業に関わっている“みんな”でつくったんですよ、という強いメッセージなのでしょう。
　多くの執筆者の中で当研究所の関係者は、農業者として舘野廣幸・川俣文人の両氏、研究者として谷口吉光氏の3理事の名があります。驚くなかれ、稲葉光國氏の名もあり黄泉の国から参画されています。
●知恵＝小さなイノベーション：表紙を開きますと、カラーの口絵が32ページにわたって、現場における有機農業の実践事例が紹介されています。技術的な面として、成苗疎植植え、混色、緑肥＋太陽熱処理、不耕起栽培、大地再生農業、混播・混植、混作・間作、天敵活用などが、資材の活用面としては、モミガラ、落ち葉、ワラ・カヤ、竹チップ・竹パウダー、土着菌（土壌微生物）、光合成細菌、タンニン鉄、納豆、米ヌカ、石灰、酢などが紹介されています。これらの詳細は本文に詳しく記述されています。
これら技術や資材には華やかさはありませんが、人間の知恵とはとても素晴らしいものだと言わざるを得ません。スマート農業に代表される技術だけがイノベーションではありません。地域にあるものを創意工夫して生み出したものも、立派なイノベーションで、あえて言うなら「小さなイノベーション」です。記事を読んでいると、農業技術のイノベーションはまだまだたくさんありそうで、それに気づくかどうか、知恵を働かせた経営行動がとても大切といえます。
●有機農業のパラダイム：本文のトップバッターとして、当研究所の理事でもある谷口吉光氏が「有機農業のパラダイム」を執筆されています。パラダイムとは「ひとつの時代を支配するような根本的な考え方の枠組み」という意味で、農業の世界では、これまでの農業関係者を支配してきた「近代農業のパラダイム」から「有機農業へのパラダイム」への転換が始まっていると言う。近代農業とは筆者なりにコンパクトに説明するなら大型化・機械化・化学化に集約でき、食の安全・安心の側面から化学化＝化学肥料・化学農薬が大きな問題となっているわけです。化学肥料や化学農薬の大幅な削減には、①自然の力を生かすこと、②生きものを増やすこと、③資材の地域循環を勧めること、の3点を強調されています。
[image: 海に浮かぶ氷山ベクトル、海水グラフィックイラスト、氷河の先端と水中部分の平らな漫画のデザイン、大きな氷の岩山の幾何学的な多角形スタイルの画像クリップアートモダン - 氷山のロイヤリティフリーベクトルアート]●有機農業とは何か：「人間とは何か」という問い同様に簡潔に答えるのは困難です。この問題については、一般的に国の有機農業推進法の「化学的に合成された肥料及び農薬を使用しないこと・並びに遺伝子組換え技術を使用しないことを基本として、農業生産に由来する環境への負荷をできる限り削減した農業生産の方法を用いて行われる農業」が使われます。これですと、多くの人がイメージしている「農薬や化学肥料を使わない農業」と受け止められてしまうでしょう。例）有機農業推進法の定義

　この問題について、海洋に浮かぶ氷山に例えてみます。氷山は海面上に浮かんでいるのはごくわずかで、大部分は海面下にあるといわれています。この現象に例えてみると、海面上にあるのは有機農業推進法の定義、そして海面下にあるのが谷口氏の指摘する3点（これら以外にもあると思われますが）ではないかと考えます。その本源は「農業者の哲学」です。無論、農業指導者や研究者にもその理解が求められます。例）谷口氏のパラダイム

●結びにかえて：みどりの食料戦略の推進にこの大事典はその羅針盤を果たすこと間違いなし。目的物の海面下あるいは背後にあるもの（有形・無形）にも、大いに着目を！（文責：斎藤一治）

[image: ]お天気が味方に！　カエルの気持ちで田んぼに入りました～よつ葉生協田植え体験
[image: ]♣恒例のNPO法人民間稲作研究所での田植えを今年は５月31日（土）に実施。前日から降ったり止んだりの雨、当日も強風が吹いて気温も低く、心配しながらスタートしました。冒頭に舘野理事長から「気候変動に加えて、生産者も減り、日本の稲作は危機的な状況です。農業に関心を持って、農家をやってみたいという気持ちも持ってもらえたら嬉しいです」とのお話に、今回の田植え体験の意味を再確認しました。また川俣理事の「今日は雨、田んぼにいるカエルの気持ちになってがんばって植えましょう！」との言葉に、俄然気合が入りました。
♠さあ植えるぞ！というタイミングで雨脚が強くなり中止がよぎりました。が、「せっかく来たんだから一本でも植えたいよね！」と気を取り直して田んぼへ。幸い雨も上がり一時間ほどで植え終わりました。と思ったらまた雨。雨が止んだ合間に奇跡的に植えることができました。
[image: ]◆お昼は、支援センターの2階でよつ葉スタッフ手作りの雑穀ご飯、みそ汁、浅漬けなどをいただきました。組合員ひとりひとりから感想を話してもらいました。「楽しかった」「ご飯を大切に食べます」「丁寧に作ってくださる農家の皆さんへ感謝します」など嬉しい声がありました。昼食の米は小売りに出回らない2等米、登熟期の異常高温で小さく乳白などが混じったお米でした。でも、①手早く洗米、②水を少なく、③早炊き炊飯、の工夫でおいしく食べられることを教わりました。
♥川俣さんの「私たちは生態系の生き物のつらなりのなかで生かされている」、との話から感じられた有機農家としての誇りは、米不足の社会の歪みの中でひときわ貴重なものに思えました。（よつ葉生協理事　三輪英理子）
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